
ブランド考 ～転勤族からみた鹿児島～

東京から赴任して ４ヶ月が過ぎた。
鹿児島で生活を始めていくつか気づいたことがある。東京の知人に「鹿児島」から連

想する言葉を聞くと大抵は、食品ならば「黒豚」、「焼酎」、観光で言えば「桜島」、「屋久
島」、「西郷どん」あたりが即座に返ってくる。一方で、国内生産量トップの養鰻や、静岡と
ほぼツートップのかごしま茶については知らない人が多い。指宿方面をドライブした際、
丘陵地帯一面に見事な黄色い花をつけた畑が広がっていた。これがオクラの花であり、
鹿児島が日本一の生産を誇っていることも当地に来て初めて知った。
およそ転勤族は、赴任先の特産品を他所の人間に自慢したいという欲求をもっている。

自分が勤務する地はこんなにも豊かであると。さらに言えば、商品の背景にある自然・文
化・歴史も絡めながら美しく商品解説できればと思う。ここで思うのは、地域の良さを他
人に伝え、そのポテンシャルを顕在化させるには、個々人の言葉で語れるストーリーとヒ
ストリーが必要ではないかということである。ブランド戦略などと言うと大上段に構える
ようだが、その糸口は私達の身近に転がっているのかもしれない。
弊行は今年 ７ 月、（株）日本経済研究所と共同で「地域発食品メーカーのブランド戦略

調査」を取りまとめた。同調査においては、いわゆる「ブランド」を「ラグジュアリー：富裕層
が購入する高級品」、「プレミアム：大量かつ低価格に供給される商品に対し、相対的な高
級感をもったもの」、「コモディティ：大手企業等により大量かつ低価格に供給され、その分
野を代表するような知名度を有するもの」の ３ つに分類し、地域経済においては特に
「プレミアム・ブランド化」が重要な戦略になるとの提言を行った。
現在日本の食品消費は、所得の伸び悩みと人口減少により縮小傾向にあり、食品製造

業も規模の経済を実現できる大手企業を核とした淘汰が進んでいる。一方で「消費の二
極化」と言われるように、「こだわりを持った消費者」も増えており、従来コモディティとみ
なされていた商品群の中にも大きく売上げを伸ばしているものがある。例えば近時の高
級食パンの人気を想起して欲しい。ＩＴ利活用全盛の今日、ブレイクは突然起きる。地方の
中堅中小企業は、いかに商品をブランド化し認知度・付加価値を高めるかが、生き残りの
鍵になるように思われる。
鹿児島においても、素材や製法を厳選することで商品の高級化に成功したケースや、

畜産品の生産・加工・販売を一貫して手がける ６ 次産業化で企業ブランドを高めたケー
ス、あるいは長年培った技術で新たな領域への進出に成功したケース等、プレミアム・ブ
ランド化で躍進を果たした企業を複数聞き及んでいる。
これから鹿児島で未知の特産品にいくつ出会えるか、またそれらのストーリーをどれだ

け体感できるか、考えるだけで心が躍る。微力ではあるが金融の立場から、国内外に誇れ
る「鹿児島ブランド」の創出・浸透をお手伝いさせていただければと思っている。
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県
内
に
お
け
る
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流

促
進
並
び
に
県
産
品
振
興
を
図
り
、
県
内
特

産
品
や
観
光
情
報
等
を
総
合
的
に
紹
介
す
る

た
め
、
令
和
元
年
８
月
20
日
（
火
）
～
26
日

（
月
）
の
７
日
間
、
㈱
山
形
屋
に
て
「
第
11

回
～
ど
ん
ど
ん
鹿
児
島
～
ふ
る
さ
と
物
産

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
鹿
児
島
の
礎
を
築
い
た
島
津
義

弘
公
没
後
４
０
０
年
に
関
連
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
や
日
本
遺
産
登
録
パ
ネ
ル
展
、
２
０
２

０
年
の
「
琉
球
・
奄
美
世
界
自
然
遺
産
登

録
」
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご

し
ま
大
会
」
に
む
け
て
関
係
地
域
・
団
体
等

と
連
携
し
た
情
報
発
信
等
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、
旬
や
季
節
感
（
夏

の
イ
メ
ー
ジ
、
清
涼
感
、
限
定
的
な
素
材
）

や
、
若
い
感
性
や
地
域
素
材
を
厳
選
し
て
新

た
に
開
発
さ
れ
て
い
る
商
品
が
多
か
っ
た
こ

と
や
、
話
題
の
ラ
ー
メ
ン
店
や
女
性
に
人
気

の
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
日
替
わ
り
で
出
展
し
た

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
企
業
情
報
（
商
品
）
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ
ン
を
毎
日
配
信
し
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
来
場
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

方
々
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
ツ
ー
ル
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
拡

散
さ
せ
る
た
め
に
非
常
に
有
効
的
な
手
法
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
消
費
者
の
声
】

・
普
段
は
人
気
店
で
な
か
な
か
入
れ
な
い

ラ
ー
メ
ン
や
パ
ン
が
食
べ
ら
れ
て
よ
か
っ

た
。

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ
ン
を
活
用
す
る
と
お
得

感
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。

【
山
形
屋
担
当
者
の
声
】

・
海
外
の
方
々
も
多
く
来
店
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
物
産
展
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
し

て
い
か
な
く
て
は
と
感
じ
た
。

・
鹿
児
島
県
民
だ
が
、
改
め
て
鹿
児
島
の
特

産
品
を
多
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
可
能
性

を
感
じ
た
。

【
出
展
者
の
声
】

・
地
元
開
催
だ
と
お
客
様
も
地
元
の
方
が
多

数
で
、
こ
れ
ま
で
の
商
品
だ
と
飽
き
ら
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
地
域
素
材
の

掘
り
起
し
や
も
っ
と
新
商
品
開
発
を
し
て

い
か
な
く
て
は
と
感
じ
た
。

９
月
３
日
（
火
）
～
９
日
（
月
）
の
７
日

間
、
愛
媛
県
松
山
市
に
あ
る
㈱
松
山
三
越
に

お
い
て
「
第
６
回
鹿
児
島
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

鹿
児
島⇔

松
山
間
に
直
行
便
が
就
航
し
て

い
る
縁
も
あ
り
、
愛
媛
県
の
方
々
に
本
県
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
物
産
展

で
、
今
回
は
「
南
国
か
ご
し
ま
い
い
と
こ
ど

り
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
鹿
児
島
で
人
気
の

ラ
ー
メ
ン
店
や
ス
イ
ー
ツ
、
話
題
の
焼
酎
な

ど
44
社
が
現
地
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

直
行
便
就
航
か
ら
41
年
経
つ
も
の
の
、
物

産
展
の
開
催
当
初
は
本
県
特
産
品
の
認
知
度

が
低
く
、
Ｐ
Ｒ
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
継
続

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
鹿
児
島
フ
ァ
ン

が
増
え
、
売
上
は
毎
年
伸
び
て
い
ま
す
。
会

場
で
は
、
来
場
者
も
生
産
者
や
商
品
と
直
に

触
れ
合
え
る
機
会
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
本

県
特
産
品
の
認
知
度
が
日
に
日
に
上
が
っ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
情
報
収

集
さ
れ
る
方
も
多
く
、
「
鹿
児
島
に
行
き
た

い
」
と
興
味
を
持
た
れ
た
り
、
実
際
に
鹿
児

島
に
行
か
れ
た
方
も
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
本
県
特
産
品
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

㈱
山
形
屋
「
第
１
１
回
～
ど
ん
ど
ん
鹿
児
島
～
ふ
る
さ
と
物
産
展
」

＆

㈱
松
山
三
越
「
第
６
回

鹿
児
島
展
」

地
元
鹿
児
島
と
愛
媛
県
に
て
本
県
特
産
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
！
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「
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
活
用
し
た
新
た
な
テ
ス
ト
販
売

う
ん
ま
か
鹿
児
島
輸
出
商
談
会
２
０
１
９

開
催
報
告

「
本
県
特
産
品
の
新
た
な
テ
ス
ト
販
売
の
方
法

と
し
て
「
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

を
活
用
し
た
販
路
拡
大
及
び
情
報
発
信
に
取
り
組

む
た
め
、
国
分
グ
ル
ー
プ
本
社
㈱
の
柴
田
樹
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、
鹿
児
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

と
共
催
で
「
こ
れ
が
鹿
児
島
の
特
産
品
だ
！
セ
ミ

ナ
ー
＆
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
（
９
月
25

日
～
９
月
26
日
）

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
商
品
を
直
接
消
費
者
へ
周

知
、
情
報
を
拡
散
し
た
い
が
効
果
的
な
方
法
が
わ

か
ら
な
い
」
「
新
商
品
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
た
い
」
「
商
品
開
発
時
の

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
場
を
探
し

て
い
る
」
と
い
う
悩
み
に
対
し
、
購
入
型
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
有
効
的
な
活
用
方
法
と
こ

れ
ま
で
の
成
功
事
例
（
震
災
か
ら
の
復
興
の
象
徴

と
し
て
開
発
さ
れ
た
限
定
酒
や
、
一
般
市
場
で
は

売
れ
な
い
規
格
外
の
メ
ロ
ン
が
表
現
を
変
え
る
だ

け
で
完
売
し
た
事
例
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
商
品
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
や
製
造
現
場
の

写
真
等
を
掲
載
す
る
こ
と
で
安
心
感
・
親
近
感
を

湧
か
せ
る
こ
と
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
有
効
な
手
法
と
な
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
後
に
個
別
相
談
を
実
施
し
た
中
で
、

今
年
10
月
よ
り
１
社
は
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
「
食
と
酒
の
未
来
勘
所
」
に

掲
載
を
開
始
し
、
来
年
春
頃
ま
で
に
順
次
掲
載
す

る
方
向
で
数
社
と
も
商
談
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
「
食
と
酒
の
未
来
勘
所
」
を
活
用
し
た
情

報
発
信
・
販
路
拡
大
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
協

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
講
者
か
ら
の
意
見
】

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
知
っ

て
い
た
が
、
内
容
が
曖
昧
だ
っ
た
為
、
勉
強
に

な
っ
た
。

・
商
品
の
表
現
方
法
、
売
場
の
視
点
、
コ
ン
セ
プ

ト
、
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
だ
け
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
変
わ
る
と
い
う
の
は
興
味
深
か
っ
た
。

・
自
社
の
商
品
に
置
き
換
え
た
時
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
い
く
つ
か
浮
か
び
、
提
案
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。

・
セ
ミ
ナ
ー
を
聴
く
ま
で
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
感
じ
て
い
た
が
、
見
方
を
変
え
る
と

新
し
い
売
り
方
が
現
実
の
も
の
に
な
る
気
が
し

た
。

「
食
と
酒
の
未
来
勘
所
（
み
ら
い
つ
ぼ
）
」

と
は
？

国
分
グ
ル
ー
プ
本
社
㈱
が
運
営
し
て
お
り
全
国

各
地
、
世
界
各
国
の
厳
選
さ
れ
た
食
品
や
酒
類
、

体
験
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
案

し
、
日
本
経
済
新
聞
社
が
展
開
す
る
「
未
来
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
」
と
連
動

し
た
集
客
動
線
（
日

経
Ｉ
Ｄ
保
有
者
８
０

０
万
人
、
「NIKKEI

STYLE

」
訪
問
者

１
，
３
０
０
万
人
）
か
ら
支
援
者

か
ら
購
入
者
を
募
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
サ
イ
ト
。

販
路
拡
大
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
支
援
し
ま
す

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
多
国
間
経
済
連

携
協
定
締
結
な
ど
海
外
進
出
の
機
会
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
豊
富
で
良

質
な
本
県
産
品
を
海
外
へ
の
販
路
開
拓
と

更
な
る
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
、
10
ヵ

国
・
地
域
32
社
の
バ
イ
ヤ
ー
と
県
内
企
業

64
社
が
商
談
す
る
「
う
ん
ま
か
鹿
児
島
輸

出
商
談
会
２
０
１
９
」
（
令
和
元
年
９
月

２
日
）
を
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
県
特
産
品

協
会
、
鹿
児
島
県
貿
易
協
会
等
の
主
催
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
輸
出
商
談
会
で
は
、
出
展
企
業

の
う
ち
23
社
が
初
出
展
で
あ
り
、
バ
イ
ヤ

ー
も
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
本
県
特
産
品
・

新
商
品
を
発
掘
さ
れ
、
更
な
る
特
産
品
振

興
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
の
表

示
や
規
格
（
ロ
ッ
ト
数
等
）
、
輸
出
先
の

情
勢
・
流
行
な
ど
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
輸
出
へ
の
可
能
性

を
大
い
に
感
じ
た
企
業
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

バ
イ
ヤ
ー
か

ら
の
ご
意
見
、

ご
感
想
に
つ
い

て
は
次
項
の
と

お
り
で
す
の
で

今
後
の
商
品
開

発
・
商
談
会
出

展
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す



鹿児島大学にて本県伝統的工芸品の歴史・製作工程・商品等を展示紹介することによ
り、若い世代に本県工芸品への理解と認識を深めてもらうとともに、地域の発展に寄与
する人材を育成するため、鹿児島大学付属図書館歴史展示室において、９/１０～１１/
２９まで大島紬の展示紹介を行っております。
今回は大学生や地域の方々に本場大島紬の魅力を紹介し、製造工程から伝えたいとい

う想いから、本場大島紬織物協同組合・本場奄美大島紬協同組合にご協力いただき、袷
着物、古典着物のほか、洋装、反物、製造工程のパネルなどの展示を行っております。
また、１０/２３（水）には地域が抱える課題に

対して解決策を提案できる人材を育成する取組みと
して、「地域リサーチ・スタートアップ」の授業に
伝統工芸士の松元氏にお越しいただき、学生２５名
に業界の現状・課題、歴史、製造工程等のご講義い
ただきました。学生たちは熱心に話を聴講し、実際
に着物を羽織った学生は軽さを実感して驚く声や、
講義終了後には講師に質問をする男子学生もいるな
ど、本場大島紬に関心を持っていただく機会となり
ました。

４

う
ん
ま
か
商
談
会
２
０
１
９

各
国
・
地
域
の
バ
イ
ヤ
ー
の
声

鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
歴
史
展
示
室
に
て

本
場
大
島
紬
展
示
中
！

【
バ
イ
ヤ
ー
の
声
・
意
見
】

○
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
バ
イ
ヤ
ー

・
酒
税
が
高
い
の
で
少
量
売
り
（
５
合
瓶
程
の
量
）

で
き
る
も
の
を
探
し
て
い
た
。
ま
た
、
見
た
目
が

ピ
ン
ク
の
ボ
ト
ル
や
酒
自
体
に
果
実
や
花
の
フ
レ

ー
バ
ー
の
す
る
も
の
が
、
女
性
受
け
す
る
た
め
人

気
。

○
香
港
向
け
バ
イ
ヤ
ー

・
香
港
で
は
、
梅
酒
が
人
気
で
、
差
別
化
の
観
点
か

ら
エ
キ
ス
の
濃
い
も
の
に
興
味
が
あ
る
。

・
鹿
児
島
の
醤
油
を
使
い
た
い
が
、
甘
草
が
入
っ
て

い
る
も
の
は
香
港
へ
輸
出
で
き
な
い
。

・
鹿
児
島
は
食
材
が
豊
富
で
新
鮮
で
あ
り
、
素
材
が

持
つ
本
来
の
味
を
楽
し
め
る
。
ま
た
、
甘
め
の
味

付
け
や
味
噌
味
な
ど
独
特
の
食
文
化
も
あ
る
の
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
用
す
る
調
味
料
・
材
料
と
し
て

本
場
・
本
物
の
鹿
児
島
の
味
を
取
り
入
れ
た
い
。

・
香
港
市
場
で
は
、
有
機
野
菜
の
人
気
も
出
て
き
て

お
り
、
市
場
性
は
非
常
に
期
待
で
き
る
。
小
売
店

で
の
販
売
時
は
、
産
地
表
示
、
作
り
手
の
特
徴
・

こ
だ
わ
り
が
分
か
る
写
真
・
説
明
書
を
貼
付
す
る

こ
と
が
重
要
。

・
香
港
の
富
裕
層
は
、
日
本
に
も
年
数
回
訪
れ
、
美

味
し
い
モ
ノ
・
味
を
知
っ
て
い
る
の
で
「
鮮
度
＝

フ
レ
ッ
シ
ュ
」
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

○
米
国
向
け
バ
イ
ヤ
ー

・
米
国
へ
の
肉
の
輸
出
は
、
基
本
的
に
取
扱
い
は
厳

し
い
。
材
料
に
鶏
肉
や
牛
の
エ
キ
ス
が
入
っ
て
い

る
だ
け
で
も
Ｎ
Ｇ
。

・
国
際
認
証
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

等
）
を
取
得
し
て
い
る
企
業
が
少
な
い
。
今
や
輸

出
に
は
必
須
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
輸
出

検
討
し
て
い
る
企
業
は
、
是
非
取
得
に
向
け
動
い

て
ほ
し
い
。

○
ハ
ラ
ー
ル
地
区
向
け
バ
イ
ヤ
ー

・
輸
出
先
が
、
ハ
ラ
ー
ル
地
区
（
ド
バ
イ
、
カ
タ
ー

ル
）
の
場
合
、
豚
肉
や
酒
類
は
Ｎ
Ｇ
。
み
り
ん
や

酒
精
、
ポ
ー
ク
エ
キ
ス
と
い
っ
た
調
味
料
が
入
っ

て
い
る
商
品
も
Ｎ
Ｇ
。

・
牛
や
鶏
で
あ
れ
ば
ハ
ラ
ー
ル
に
則
っ
て
「
と
殺
」

し
た
肉
な
ら
輸
出
し
て
も
大
丈
夫
。

【
出
展
者
の
声
】

・
輸
出
慣
れ
し
て
い
な
い
た
め
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
勉
強
に
な
っ
た
。

・
こ
れ
ま
で
輸
出
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
商
品
と
思

っ
て
い
た
が
、
案
外
ク
リ
ア
出
来
る
事
案
だ
っ
た
。

・
各
国
で
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
商
品
、
扱
い
に
く

い
商
品
が
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

対
応
が
大
変
と
感
じ
た
が
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

・
国
際
認
証
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
輸
出
に
は
必
要
と

感
じ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
取

得
に
向
け
動
き
出
し
て
い
き
た
い
。

次
世
代
へ
の
伝
承
を
支
援
し
ま
す

海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す



５

本
県
の
伝
統
的
工
芸
品
の
製
造
体
験
や
職

人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
理
解
と
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
「
か
ご
し
ま
の
手
仕
事
学
校
」

（
８
月
２
日
～
８
月
４
日
）
を
マ
ル
ヤ
ガ
ー

デ
ン
ズ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
３
日
間
で
県

内
外
か
ら
延
べ
１
８
２
名
が
体
験
し
、
中
に

は
３
日
間
毎
日
違
う
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
り
、
１
日
に
複
数
の
体
験
を
楽
し
む
子
供

も
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
本
場
大
島
紬
の
手
織
体
験
や
川

辺
仏
壇
の
螺
鈿
体
験
の
ほ
か
に
、
県
指
定
伝

統
的
工
芸
品
で
あ
る
大
漁
旗
の
印
染
め
体
験

も
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
が
、
保
護
者
が
驚

く
ほ
ど
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
多
数
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
後
継
者
不
足
へ
の
対
応
が
急

務
と
さ
れ
る
伝
統
産
業
に
対
し
、
こ
の
よ
う

な
体
験
を
通
し
て
若
い
世
代
に
興
味
を
抱
い

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組
み
を
今
後
も
進
め

て
参
り
ま
す
。

【
体
験
し
た
小
学
生
の
声
】

・
伝
統
産
業
が
好
き
な
の
で
、
良
い
経
験
に

な
っ
た
。
勉
強
に
な
っ
た
。

・
夏
休
み
の
良
い
想
い
出
、
自
由
研
究
が
で

き
た
。

【
保
護
者
の
声
】

・
子
供
が
し
て
い
る
の
見
て
い
る
と
凄
く
楽

し
そ
う
。
親
も
機
会
が
あ
れ
ば
体
験
し
た

い
。

・
県
外
か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、
毎
年
、
親

も
子
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
来
年
も
ぜ

ひ
体
験
し
た
い
。

【
出
展
者
の
声
】

・
低
学
年
の
小
学
生
に
は
少
し
難
し
い
体
験

も
あ
っ
た
が
、
親
子
一
緒
に
な
っ
て
一
つ

の
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
て

良
か
っ
た
。

・
伝
統
工
芸
品
製
作
の
面
白
さ
、
素
晴
ら
し

さ
が
少
し
で

も
伝
わ
れ
ば

有
難
い
。

小
学
生
が
伝
統
職
人
の
仕
事
を
体
験
！

次
世
代
へ
の
伝
承
を
支
援
し
ま
す

流
通
企
画
課
は
、
県
内
外
及
び
海
外
に
む
け
本
県
特
産
品
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
並
び
に
販
路
拡
大
（
開
拓
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
に
お
け
る
主
な
事
業
は
、
全
国
の
百
貨
店
に
お
い
て
本

県
特
産
品
や
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
鹿
児
島
物
産
展
や
九
州
物
産
展

な
ど
年
間
60
回
を
超
え
る
物
産
展
を
は
じ
め
、
大
手
量
販
店
、

高
級
食
品
ス
ー
パ
ー
等
で
の
鹿
児
島
フ
ェ
ア
の
開
催
、
国
内
大

小
80
社
を
超
え
る
総
合
商
社
、
食
品
卸
問
屋
等
へ
の
取
引
斡

旋
・
商
談
等
を
日
々
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
向
け
事
業
は
直
行
便
が
あ
る
香
港
・
台
湾
・
上

海
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
等
の
市
場
調

査
を
行
い
な
が
ら
本
県
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
努
め
て
お
り
ま

す
。私

た
ち
は
、
「
伝
」
「
拡
」
「
創
」
「
育
」
を
柱
に
、
豊
か

な
自
然
環
境
と
豊
富
な
資
源
に
よ
り
、
世
界
に
誇
れ
る
安
心
・

安
全
な
「
食
」
や
長
い
歴
史
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
「
匠
の

技
（
伝
統
的
工
芸
品
）
」

を
長
年
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
等
を
最
大
限
に
活
用

し
、
次
の
時
代
で
も
親
し

ま
れ
愛
用
さ
れ
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
に
努
め
、
会
員
の
皆
様

と
一
丸
と
な
っ
て
本
県
特

産
品
の
さ
ら
な
る
発
展
に

む
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

（
前
列
左
か
ら
、
永
田
景
子
、

下
羅
清
美
、
吉
満
喜
美
子
、

後
列
左
か
ら
、
遠
矢
喬
志
、

牧
愛
子
、
帖
佐
満
）

鹿
児
島
県
特
産
品
協
会

事
業
部
流
通
企
画
課
紹
介



会員紹介

鹿児島県産の素材にこだわり、牛かつ旋風をいざ全国へ！
株式会社太
代表取締役 中島 常夫氏

鹿児島市樋之口町に鹿児島で初めて牛かつをメインに取扱った飲食店を経営している『株式
会社太』。休日の昼ともなれば行列が絶えない店「牛かつ ぎゅう太」は、今年９月でオープ
ン５年目を迎えた。
今やマスコミの取材が絶えない当店だが、代表者の中島氏は、鹿児島市内の工業高校を卒業

後、建築会社で約１０年勤めていた異色の経歴を持つ。中島氏はこの建築会社での経験が今、
非常に活きていると話す。「建築業界は工期が設定され、建物が建つまでを逆算して常に動か
なくてはならない。飲食店も同じで、売上目標が立ったら自ずと必達までの道筋が見えてくる
はず。それは、毎日の仕込み量、在庫管理の徹底や人件費・原価計算などの設定。」その“逆
算”にこだわることで、より良質な商品提供に繋がるという。鹿児島では少々高いランチ料金
の設定だが、それでも牛かつに惚れ込み訪れる客は多く、いずれは近隣飲食店も同じ価格帯に
なり、鹿児島全体を巻き込んだシナジー効果を生み出していきたいと考えている。
鹿児島県産黒毛和牛の多様な食べ方を知ってもらいたいという想いから発案された牛かつは、

現在各地で開催されている物産展などに出展し、知名度を全国区へ押し上げている真っ最中だ。
そこには「自分一人では何にも出来ない。親、家族、従業員の皆がいてくれるからこそ、安心
して店を任せ、自分は全国に営業にいける。」という謙虚な姿勢と、「物産展で目標とした売
上額に達さなかった時は、どんな事でも遠慮なく指摘して欲しい！」という自分に厳しい一面
を持つ中島氏には、いずれは鹿児島の若手経営者のブレーン的存在になっていただきたい。

ふるさと特産運動推進指導員奮闘記

「平成・令和の新たな勲章」に伝統的工芸品の技
ふるさと特産運動推進指導員 工芸担当 惠原 要

幕末の1867年、日本が初めて参加した国際博覧会がパリで開催され、薩摩藩は江戸幕府とは
別に、「薩摩太守政府」として参加し、薩摩焼や薩摩切子など数々の工芸品を出品して注目を
集めた。このとき薩摩藩は、欧州における幕府との外交合戦を優位にするため薩摩琉球国勲章
を作り、ナポレオン３世以下、フランス高官に贈呈した。これが日本初の勲章とみなされてい
る。
時代は下り、鹿児島県には、県民の福祉に貢献し、特に顕著な功績を挙げた各分野の個人や

団体を表彰する「県民表彰」の制度があり、その副賞として、昨年度から国の伝統的工芸品に
指定されている本場大島紬、川辺仏壇、薩摩焼の三つの技を採り入れた県民章が製作贈呈され
た。本体は、川辺仏壇の金具技法を用いたもので県花のミヤマキリシマをモチーフとし、本体
中央には白薩摩の金彩をはめ込み、首にかける授には、本場大島紬を用いるという基本案がま
とまり、各組合や県工業技術センター等が協力し、試行錯誤を経て完成した。
また、今年10月には、新たに制定された「鹿児島県名誉県民」の副賞として、「県民表彰」

副賞のデザインをベースに県指定伝統的工芸品の「薩摩切子」などでアレンジしたものを製作
し、名誉県民第１号の稲盛和夫氏に贈呈された。
各組合とも、このような取組は初めてのことで、今回、製作に携わった匠の方々には多大な

ご苦労もあったと想像されるが、新たな分野への取り組みは、伝統的工芸品の可能性を拡げる
チャレンジとして、今後に期待したい。

６



ここでしか聞けない「実務に役立つビジネス講座（全２回）」の開催のご案内

当協会では、「売れる商品づくり」「プロモーションの極意」「スーパーの取引条件」等につい
て効果的かつ実践的なビジネス手法等を学ぶことを目的としたセミナーを開催いたします。受
講ご希望の方は、鹿児島県特産品協会へ直接お申込みください。

日 時 第１回 令和元年１１月２８日（木） １５：００～１７：００
第２回 令和２年２月５日（水） １５：００～１７：００

会 場 南日本新聞社 南日本新聞会館４階 みなみホール
（鹿児島市与次郎1-9-33）

定 員 各回 ３００人
入場料 各回 ３，３００円（税込）
申込方法 申込書に必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸまたは郵送にてお申込みください。
お問合わせ・お申込先

（公社）鹿児島県特産品協会 ブランド支援センター
TEL：099-223-9177 FAX：099-227-0768

※詳細および出品申込書は鹿児島県特産品協会ホームページよりダウンロードできます。

協会インフォメーション

発行者／（公社）鹿児島県特産品協会 発行日／令和元年１０月３１日発行通巻４７号
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